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梅
の
は
な
枝
に
し
ら
じ
ら
咲
き
そ
む
る

　
　
つ
め
た
き
春
と
な
り
に
け
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

坪
谷
陥
で

　
　
　
健
胸
奄
競
う

　
一
一
月
九
日
（
日
）
、
牧
水
公
園
で
第
十

七
回
牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
天
候
に

恵
ま
れ
た
早
春
の
坪
谷
路
で
約
四
百

名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。
（
四
、
五
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

‘
一

人口　5，472人（△1）

男　　2，596人（　D

女2，876人（△2）

世帯数1，712戸（　4）

　平成9年2月1H現在
　　（）は目前月比　∠

「町報とうこう」は再生紙を使用しています⑨
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回
若
山
牧
水
賞

阿
山
学
院
女
子
短
期
大
学
教
授

　　

@
高
野
公
彦
氏
に
決
定

　　ぞ▲講演をされる高野公彦氏（総合文化センターにて）

高野氏
　「大きな賞だと実感しています。」

▲木村映一町長と牧水公園を散策

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑳2111㈹まで〉

　　　　　　　　③㈱　8こ●’り

第
一
回
若
山
牧
水
賞

授
賞
式
が
行
わ
れ
る

　
第
一
回
若
山
牧
水
賞
の
受
賞
者
が

青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
教
授
で
歌

　
て
ん
き
ふ

集
「
天
宮
」
を
出
版
さ
れ
た
高
野
公
彦

氏
に
決
定
し
、
一
月
二
十
九
日
（
水
）

に
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
若
山
牧
水
賞
は
日
本
の
短
歌
史
に

偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
わ
が
町
の
誇

る
国
民
的
歌
人
「
若
山
牧
水
」
の
業
績

を
永
く
顕
彰
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

県
、
県
教
育
委
員
会
、
宮
崎
日
々
新
聞

社
、
延
岡
市
、
東
郷
町
が
主
体
と
な
っ

て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
賞

の
選
考
委
員
に
は
、
大
岡
信
氏
、
岡
野

弘
彦
氏
、
馬
場
あ
き
子
氏
、
伊
藤
一
彦

氏
と
日
本
歌
壇
の
そ
う
そ
う
た
る
顔

ぶ
れ
が
そ
ろ
い
、
賞
の
大
き
さ
を
物貸

騎7
薗

▲祝辞を述べる若山旅人氏

語
っ
て
い
ま
す
。

　
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
授

賞
式
で
は
、
選
考
委
員
、
文
化
関
係

者
、
窺
歌
愛
好
者
な
ど
約
六
百
名
の

見
守
る
中
、
牧
水
賞
運
営
委
員
会
委

員
長
の
松
形
祐
尭
知
事
が
表
彰
状
と

副
賞
を
贈
呈
。
牧
水
の
長
男
・
若
山

旅
人
氏
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
あ

と
、
高
野
公
彦
氏
の
横
顔
と
受
賞
作

と
な
っ
た
歌
集
「
欝
欝
」
が
選
考
委
員

に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
高
野
氏
の
歌

の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
講
評
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
高
野
氏
は

「
受
賞
は
非
常
に
う
れ
し
い
、
と
同

時
に
大
き
な
賞
だ
と
実
感
し
て
い

る
。
自
分
へ
の
大
き
な
励
ま
し
に
も

な
っ
た
の
で
今
後
も
精
進
し
た
い
。
」

と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
選
考
委
員
の
大
岡
　
信
氏
が
「
牧

水
が
立
派
だ
っ
た
と
思
う
こ
と
」
と

題
し
て
講
演
を
行
い
授
賞
式
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　
高
野
氏
は
翌
三
十
日
、
本
町
を
訪

れ
町
長
ら
と
と
も
に
牧
水
公
園
を
散

策
さ
れ
た
あ
と
、
午
後
二
時
か
ら
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
受
賞
記
念
の
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
講
演
に
先
立
ち

本
町
の
坪
谷
小
学
校
児
童
が
牧
水
の

歌
を
披
露
し
、
高
野
氏
と
訪
れ
た
四

百
名
あ
ま
り
の
観
客
を
歓
迎
し
ま
し

た
。
続
い
て
牧
水
の
長
男
・
若
山
旅

人
氏
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
都
甲
欣

一
教
育
長
が
高
野
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
紹
介
し
た
あ
と
早
速
講
演
に
入

り
ま
し
た
。
講
演
で
高
野
氏
は
「
牧
水

は
人
間
と
し
て
の
素
朴
な
感
情
を
歌

に
し
て
い
る
。
現
代
の
歌
は
難
し
く

な
っ
て
い
る
が
、
日
頃
忘
れ
が
ち
な

人
の
心
に
あ
る
大
事
な
も
の
を
今
の

私
達
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う

だ
。
」
と
話
さ
れ
、
牧
水
の
偉
大
さ
を

実
感
す
る
と
と
も
に
受
賞
の
喜
び
を

か
み
し
め
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
若
山
牧
水
賞
が
日
本
を
代
表

す
る
文
学
賞
に
な
る
と
と
も
に
、
こ

れ
を
機
に
「
牧
水
の
ふ
る
さ
と
東
郷

町
」
を
も
っ
と
全
国
に
発
信
し
て
い

く
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

▲牧水公園「歌の小径」にて

⑧
⑳
㊥

　
宮
崎
日
々
新
聞
社
（
県
、
県
教
育
委

員
会
、
延
岡
市
、
東
郷
町
後
援
）
が
、

第
一
回
若
山
牧
水
賞
制
定
を
記
念
し

て
一
月
十
九
日
か
ら
二
月
二
日
ま
で

の
間
、
宮
崎
市
の
宮
日
会
館
で
牧
水

展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
幕
式
で
は
主
催
者
あ
い
さ
つ
の

あ
と
木
村
映
一
町
長
が
祝
辞
を
述

べ
、
関
係
者
ら
と
と
も
に
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
牧
水
の
生
涯
を
「
坪
谷

時
代
」
、
「
中
学
・
大
学
時
代
」
、
「
み

な
か
み
時
代
」
、
「
沼
津
時
代
」
の
年

代
順
に
分
け
、
着
物
や
机
、
硯
箱
、
徳

利
、
日
記
や
書
簡
、
歌
集
、
直
筆
の
色

々
｝

癒
蓬
髪諏七三

切
、
嶽

淳
．紙

や
短
冊
な
ど
本
町
と
晩
年
を
過
ご

し
た
静
岡
県
沼
津
市
の
記
念
館
の
所

蔵
二
三
百
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
に
生
家
の
一
部
を
復

元
し
た
も
の
や
喜
志
子
夫
人
の
コ
ー

ナ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
開
設
し

た
牧
水
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ー

ナ
ー
、
牧
水
の
生
涯
を
紹
介
し
た
ビ

デ
オ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
訪
れ

た
牧
水
フ
ァ
ン
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

　
本
県
で
は
初
の
本
格
的
な
「
牧
水

遺
品
展
」
と
あ
っ
て
初
日
か
ら
閉
幕

の
二
月
二
日
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
で

に
ぎ
わ
い
、
中
に
は
社
会
科
の
授
業

を
利
用
じ
て
見
学
に
来
た
小
学
生
も

い
た
よ
う
で
、
改
め
て
牧
水
の
偉
業

を
思
い
起
こ
さ
れ
た
牧
水
展
で
し

た
。

レ
牧
水
の
歌
を
合
唱
す
る

　
　
　
　
坪
谷
小
学
校
児
童

レ
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
う

　
　
　
　
　
木
村
映
一
町
長

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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一
⑨

　
　
早
春
の
坪
谷
路
を
駆
け
抜
け
る
第
1
7
回
牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
牧
水
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
、
道
路
事
情
等
で
コ
ー
ス
が
変
更
さ
れ
牧
水
公
園
を
ス
タ
ー
ト
し
町
道
を
使
っ
て
の
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
前
日
に
雨
が
降
り
、
レ
ー
ス
や
大
会
運
営
に
支
障
が
出
る
の
で
は
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
ラ
ン
ナ
ー
の
願
い
が
通

じ
た
の
か
当
日
は
三
月
上
旬
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
暖
か
い
陽
気
の
中
で
の
大
会
と
な
り
、
会
場
に
は
町
内
外
か
ら
約

四
百
名
の
ラ
ン
ナ
ー
や
応
援
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

献、羅？　ぐ罫

☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ

　
宣
言
タ
イ
ム
走
・
個
人
の
部

　
1
位
　
和
田
勝
蔵
（
3
秒
差
）
日

向
市
、
2
位
　
黒
木
成
秀
（
6
秒
差
）

日
向
市
、
2
位
　
丸
岡
直
樹
（
6
秒

差
）
日
向
市

　
・
親
子
の
部

　
1
位
　
隈
元
　
敦
・
雅
也
（
1
秒

差
）
日
向
市
、
1
位
　
那
須
厚
子
・
諒

平
・
愛
美
（
1
秒
差
）
東
郷
町
、
3
位

黒
木
一
彦
・
慶
彦
（
6
秒
差
）
日
向
市

☆
小
学
生
男
子
3
・
4
年
の
部
2
5
㎞

　
1
位
森
崎
一
志
1
0
分
0
0
秒
綾

町
、
2
位
　
那
須
洋
人
1
0
分
1
5
秒
東

郷
小
、
3
位
　
伊
東
哲
男
1
0
分
1
6
秒

東
郷
小
、
4
位
　
谷
　
悠
貴
1
0
分
1
8

秒
日
向
市
、
5
位
　
谷
　
洋
平
1
0
分

19

b
日
向
市
、
6
位
　
神
部
勇
人
1
0

分
3
0
秒
東
郷
小

☆
小
学
生
女
子
3
・
4
年
の
部
2
5
㎞

　
1
位
　
柏
田
麻
衣
1
0
分
4
7
秒
日
向

市
、
2
位
　
三
浦
真
美
1
0
分
5
1
秒
日

向
市
、
3
位
　
有
働
由
貴
1
1
分
0
2
秒

日
向
市
、
4
位
　
児
玉
朋
恵
1
1
分
0
4

秒
日
向
市
、
5
位
　
那
須
安
由
子
1
1

分
0
6
秒
日
向
市
、
6
位
山
田
恵
美
1
1

分
1
1
秒
東
郷
小

☆
中
学
生
男
子
5
㎞

　
1
位
　
甲
斐
裕
章
1
7
分
5
6
秒
日
向

市
、
2
位
　
黒
木
哲
夫
1
8
分
0
2
秒
日

向
市
、
3
位
　
真
田
和
憲
1
8
分
1
7
秒

北
郷
村
、
4
位
　
鈴
木
聖
司
1
8
分
4
0

秒
日
向
市
、
5
位
　
渡
部
大
樹
1
9
分

07

b
北
郷
村
、
6
位
　
畝
原
　
潤
1
9

分
1
6
秒
東
郷
中

瀬醒
冬騨
妄贋搬・
旧劇つ
達
っ

て一WrΨ

ぴ　 」一り
？

、

　　’　づ

ノ

　　　笠ζ匿ま∵

　一　
‘

一
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か

官
一
般
男
子
1
0
㎞

　
1
位
　
松
田
義
彦
3
5
分
4
4
秒
日
向

市
、
2
位
　
黒
木
闘
志
3
8
分
2
7
秒
北

郷
村
、
3
位
　
黒
木
農
夫
男
3
8
分
5
6

秒
日
向
市

☆
小
学
生
男
子
5
・
6
年
の
部
2
5
㎞

　
1
位
　
北
御
門
俊
彦
9
分
2
3
秒
日

向
市
、
2
位
　
那
須
竜
弥
9
分
3
3
秒

日
向
市
、
3
位
　
山
本
裕
幸
9
分
4
1

秒
西
郷
村
、
4
位
　
児
玉
和
也
9
分

45

b
日
向
市
、
5
位
　
山
田
　
賢
9

分
5
3
秒
東
郷
小
、
6
位
　
工
藤
弘
行

10

ｪ
0
7
秒
延
岡
市

☆
小
学
生
女
子
5
・
6
年
の
部
2
5
㎞

　
1
位
　
森
崎
わ
か
な
1
0
分
0
2
秒
綾

町
、
2
位
　
杉
原
詩
織
1
0
分
0
7
秒
日

向
市
、
3
位
　
松
田
美
香
1
0
分
1
8
秒

日
向
市
、
4
位
　
杉
原
香
織
1
0
分
2
3

秒
日
向
市
、
5
位
　
佐
藤
恵
美
1
0
分

41

b
東
郷
小
、
6
位
　
那
須
奏
伊
1
0

分
5
1
秒
東
郷
小

官

鴎一軽

レ
や
っ
た
ぞ
　
等
賞
1
1

☆
高
校
男
子
5
㎞

　
1
位
　
岩
下
　
宏
2
1
分
3
8
秒
坪
谷

☆
一
般
男
子
5
㎞
・
（
2
9
歳
以
下
）

　
1
位
　
甲
斐
隆
光
1
7
分
2
3
秒
門
川

町
、
2
位
　
海
野
達
也
1
7
分
4
5
秒
日

向
市
、
3
位
　
飛
高
祐
治
1
7
分
5
5
秒

高
千
穂
町

　
・
（
3
9
歳
以
下
）

　
1
位
　
甲
田
焼
直
1
7
分
3
9
秒
西
郷

村
、
2
位
　
長
友
一
彦
1
8
分
1
6
秒
新

富
町
、
3
位
　
川
崎
純
一
1
9
分
H
秒

延
岡
市

　
・
（
4
9
歳
以
下
）

　
1
位
　
志
水
幸
一
1
7
分
5
1
秒
小
林

市
、
2
位
　
甲
斐
康
晶
1
8
分
0
8
秒
延

岡
市
、
3
位
　
志
田
　
積
1
8
分
1
7
秒

延
岡
市

　
・
（
5
9
歳
以
下
）

　
1
位
　
斉
藤
和
洋
1
7
分
5
6
秒
小
林

市
、
2
位
　
宮
本
　
東
1
9
分
0
9
秒
日

向
市
、
3
位
　
山
崎
日
出
男
1
9
分
1
5

秒
延
岡
市

　
・
（
6
9
歳
以
下
）

　
1
位
　
新
蔵
昭
八
2
2
分
0
3
秒
延
岡

市
、
2
位
　
河
野
泰
廣
2
2
分
5
3
秒
日

向
市
、
3
位
　
中
武
辰
雄
2
3
分
1
1
秒

日
向
市

　
・
（
7
0
歳
以
上
）

　
1
位
　
調
革
直
吉
3
0
分
2
3
秒
小
林

市
、
2
位
　
野
辺
種
雄
3
0
分
3
0
秒
小

林
市
、
3
位
　
秋
吉
　
利
3
7
分
5
2
秒

日
向
市

☆
一
般
女
子
2
5
㎞
・
（
2
9
歳
以
下
）

　
1
位
　
海
野
美
穂
9
分
0
1
秒
日
向
市

一一 ｹ目　 }
　　　’　　一＿齢

▲子供に負けてなるものか

　
・
（
4
9
歳
以
下
）

　
1
位
　
志
水
由
美
子
1
2
分
1
2
秒
小

林
市
、
2
位
　
木
原
清
美
1
2
分
1
9
秒

北
浦
町
、
3
位
　
塩
月
英
子
1
2
分
3
7

秒
福
瀬

　
・
（
6
0
歳
以
上
）

　
1
位
　
福
田
ヨ
シ
子
1
2
分
3
5
秒
小

林
市
、
2
位
　
黒
木
チ
エ
子
1
3
分
1
0

秒
日
向
市

☆
一
般
女
子
5
㎞
・
（
4
9
歳
以
下
）

　
1
位
　
広
田
智
子
2
4
分
1
1
秒
延
岡

市
、
2
位
　
太
鼓
房
江
2
6
分
0
3
秒
え

ひ
の
市

　
・
（
5
0
歳
以
上
）

　
1
位
　
川
崎
サ
タ
子
2
5
分
2
5
秒
延

岡
市
、
2
位
　
秋
吉
登
美
3
7
分
5
2
秒

日
向
市

　
　
　
　
ら

☆
中
学
女
子
2
㎞

　
1
位
　
井
ノ
ロ
裕
美
1
0
分
1
9
秒
日

向
市
、
2
位
　
桑
田
か
お
り
1
1
分
3
5

秒
置
郷
中
、
3
位
　
伊
東
真
理
子
1
1

分
3
8
秒
東
郷
中
、
4
位
　
小
川
典
子

11

ｪ
4
2
秒
東
郷
中
、
5
位
　
黒
木
鮎

美
1
1
分
4
3
秒
東
郷
中
、
6
位
　
日
野

裕
美
1
1
分
5
4
秒
東
郷
中

▲夫婦仲良くゴールイン▲さあ、いくそ▲応援も一生懸命です

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　　　じ⑦鞘どうご’り

　V、亀中

ゴ銭露《

旙際…幽1

　　　　　8，，

わ慧るきと攣

W
住
所

甲
島
之
内

一
十
二
年
か
ら
三
十
二
年
ま

丁
学
校
で
教
鞭
を
執
ら
れ
、

丁
問
で
教
え
子
は
約
二
百
名

冒
と
の
こ
と
で
す
。
退
職
後

L
二
人
で
す
が
、
お
孫
さ
ん

乞
楽
し
み
に
暮
ら
し
て
い

・
る
そ
う
で
す
。

さ
と
の

り
い
出
ぱ
な
し

皿、

結
ｽ
小
学
校

†
前
子
供
達
と
過
ご
し
た
東

犠。

鮪
桙
ﾌ
こ
と
を
思
い
出

つ
ゆ
っ
く
り
校
庭
を
　
周
し

新
築
さ
れ
た
広
い
廊
下
、
平

」
メ
ン
ト
の
通
路
、
そ
し
て

L
傘
立
て
の
あ
る
便
利
な
木

り
姿
は
な
く
、
今
は
鉄
筋
校

・
ら
れ
、
北
校
舎
あ
と
は
体

・
ー
ル
が
造
ら
れ
て
い
る
。

囲
影
は
校
舎
前
の
数
本
の

小
き
」
、
校
門
横
の
銀
杏
の
巨

・
、
運
動
場
周
辺
の
「
せ
ん
だ

八
木
は
ほ
と
ん
ど
切
り
株
だ

・
長
い
歴
史
の
年
輪
を
風
雨

瀬
戸
國
士
さ
ん

　
　
　
　
（
7
0
歳
）

糠響辮羅躍綿雪灘ll纏鍵撫1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住三現五日

たが　でいしてもてきをる
。東鶴あた’お立いつ重機昨

中
山

年
十
一
月
二
十
五
日

在
の
世
帯
主

はいい今二そ生校はちをの供とかみの　に
本。っは人ごと長囲や引無達引しれ麓運曝

し
て
い
る
。

動
場
か
ら
冠
岳
が
見
え
る
。
そ

の
坪
谷
川
に
汗
と
ほ
こ
り
に
ま

て
水
泳
に
行
っ
た
こ
と
も
な
つ

い
。
ま
た
、
当
時
の
写
真
を
開
く

生
方
の
若
い
顔
や
無
邪
気
な
子

の
顔
も
大
変
な
つ
か
し
い
。
そ

邪
気
な
子
供
達
も
今
は
孫
の
手

く
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ん
だ
ろ
う
。
当
時
の
都
甲
校
長

碁
の
師
で
も
あ
っ
た
。
あ
る
日
、

先
生
の
出
張
を
幸
い
に
小
野
先

放
課
後
囲
碁
を
し
て
い
る
と
、

に
突
然
校
長
先
生
が
現
れ
翌
朝

と
も
呼
ば
れ
油
を
絞
ら
れ
た
。

な
つ
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

ま
で
も
お
元
気
で
い
て
ほ
し

思
い
出
は
つ
き
な
い
が
故
郷
と

当
に
い
い
も
の
で
あ
る
。

つ
ぶ
や
尊

属
の
秋
、
百
済
の
里
を
見
学
す

会
を
得
た
。
西
の
正
倉
院
、
韓
国

わ
せ
る
建
物
な
ど
観
光
客
を
引

け
る
も
の
が
あ
り
活
気
を
呈
し

た
よ
う
に
思
う
。
牧
水
公
園
に

ち
寄
っ
た
が
、
大
変
整
備
さ
れ

り
気
持
ち
が
良
か
っ
た
。
し
か

子
ど
も
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
は

が
観
光
客
は
少
な
か
っ
た
よ
う

る
。野

内
神
社
の
奉
納
臼
太
鼓
踊
り

郷
小
学
校
の
校
庭
で
披
露
さ
れ

踊
る
人
数
も
少
な
く
な
り
そ
れ

平成9年度国民年金保険料決まる！

定額保険料の方　　月額　12，800円

付加保険料の方　　月額　13，200円

12ヶ月前納（定額の方）年額149，890円（割引額3，710円）

　〃　　　（付加の方）年額154，570円（割引額3，830円）

6ヶ月前納（定額の方）半年額75，950円（割引額850円）

　〃　　　（付加の方）半年額78，320円（割引額880円）

を
囲
む
児
童
数
の
減
少
、
い
つ
れ
も

さ
み
し
い
限
り
で
あ
る
。
時
に
車
で

通
る
山
陰
の
町
も
昔
よ
り
閑
散
と
し

た
感
じ
で
心
さ
み
し
い
。
し
か
し
、
ど

の
町
村
も
か
か
え
て
い
る
問
題
で
あ

ろ
う
。
町
と
し
て
も
大
変
だ
ろ
う
が

活
気
あ
る
故
郷
づ
く
り
を
今
後
も
お

願
い
し
た
い
。

Illlll鴎1川Illllllllll川1畦川IIII欄IIIIIIIIII川IIIIII川1川lll川1川Illllll川II川1川II川llllllllll睡llll川川IIIIIIII川1川川川1剛川lllllll川川IIIIIIIII川IIII川鯉1川II川川ll川lllll川Illllll撮1川llll川Illlllllll川川ll川IIIII川1川川II【川IIII川1川III

出
初
め
式
雨
降
る
な
か
に
技
競
う

　
わ
が
郷
守
る
意
気
込
み
の
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

鋸
屑
に
詰
め
ら
れ
命
保
ち
み
る

　
蝦
取
り
出
せ
ば
キ
ッ
チ
ン
に
跳
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

な
き
祖
母
の
自
慢
に
し
た
る
昆
布
巻

　
鮎
を
求
め
て
嫁
と
お
せ
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

　
　
　
　
お
の
こ

神
楽
舞
う
男
子
の
呼
吸
の
白
く
し
て

元
旦
祭
の
朝
の
清
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

小
寒
の
厳
し
さ
に
耐
え
ふ
く
ら
み
て

　
春
待
つ
蕾
梅
の
小
枝
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
衣
木
子

飛
行
雲
延
び
ゆ
く
先
端
輝
き
て

　
幻
の
如
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

新
年
に
届
か
ぬ
友
の
年
賀
状

　
今
年
は
何
故
か
安
否
気
遣
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

簸
郁
と
蕾
ほ
こ
ろ
び
パ
ン
ジ
ー
の

　
色
鮮
や
か
に
初
日
差
し
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

わ
が
庵
は
山
沿
い
な
れ
ど
庭
木
立

　
数
多
茂
り
て
鳥
の
さ
え
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
ト
メ
子

何
を
す
る
気
力
も
な
し
と
化
粧
な
き

　
妻
が
め
っ
き
り
ふ
け
込
み
て
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

手
の
嫉
を
じ
っ
と
見
入
り
て
寂
し
さ
の

　
元
に
戻
れ
ぬ
片
道
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

波
荒
く
権
現
崎
に
打
ち
よ
せ
て

　
飛
沫
舞
い
来
る
歌
碑
前
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
野
茂
樹

亡
き
人
と
な
り
て
気
づ
き
し
人
柄
が

　
残
せ
し
う
た
に
深
く
し
の
ば
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉

短
歌

尾
琴
曲
歌
会

繕まちのアルバム講
霧’ 鼬獅P，瞼　　新有権者意見発表大会

　　　　　　　　　　～決意も新たに～

　日向市の文化交流センターで開催された、平成9年東臼

杵二会新有権者意見発表大会に本町代表として、今年成人

式を迎えた迫野内の黒木大輔さん（20歳）が出場しました。

黒木大輔さんは「いろいろな1票」と題して、成人した

今の心境や、仕事や社会に対する自分なりの新たな決意を

約7分間にわたって発表しましたが、厳正な雰囲気の中、

時にはユーモアを交えるなど終始観衆を引きつける内容

そして発表態度に、訪れた観客からこの日一番の拍手が送

られていました。

　　　　　　堀8ご’り⑥

・■IIII■・棚鱒，・川■1・鯛11騨殉川■幽殉■髄1，唄ll恥・IIIII回1川幽・鱒1闘回闘闘川川1・1闘■1凶，1腸1・．朋18・・嚇r■1・鱒10帥・IloOl，・6断111・II811・・叫［II，・．ll匡1圃■■■1・開1朋，噂II脇匪・IIIII，・lll開9・嚇睡阿闘II嚇，・髄・1800馳・lll肋・・川■1，・II■1■回闘1”・．■1開8’巳■IIII・■ooo髄・■梱ooo，・燭001帥・IIII［1・朋朋19・rll陣．・・11oo，・鵬lo9曾．looo回1開1，0■lo闘1’・随閃｝’10118。’・OIOI，’■1睡1・’．II「1回1川，’1■1■”’111闘，’闘1■殉60111’

　　第39回東臼杵郡青年駅伝大会

ダ　1「凸昌嘗」

第39回を数える東臼杵郡青年駅伝大会が牧水公園ス

タート西郷村ニューホープセンターゴールの9区間で行

われました。本町は5位でスタートし、じりじりと追い上

げ、6区では2位まで順位を上げましたが最終的に4位と

いう結果に終わりました。しかし前年より一つ順位を上げ

来年へつなげる走りができたようです。また、5区（3．6km）

では、男性の区間でしたが海野美穂さんが他をよせつけず

堂々の区間賞を獲得しました。

・Ilrm・OIIII■・●■■1．，喝腸r，，哩looo．噌開，，・1闘闘・．■鱒・r闘1髄・IIII，・・臆。．囲．．oo9・鴫■1帥・IIII圏，・1■lr■1・III開，・1■川1・■鱒腸，・1■1■1，・18181，・叫m，・鱒r■1，・．Ollll・IIIII，・■oooOo・1■川川圏1闘9・．，，陽・IIII・・囲臆1・■ooOl■・■lll髄叫1［II川開1，・．■lllg・輔ll19・闘1■ll・鱒ooo，・層ooooMoo騨1・r開腸1・■川lo。闘闘馴．・閥開1，・■1■朋，・．．肋髄・■朋11．・lllm・Illl■，・．開Ol．’鵬oo，’・■闘■，喝，川’■II随’唱III■’1網OI，噂IIII，咽■1静幽

立志式
2月4日脚

　東郷中学校で立志式が行われました。立志式は「考えて

行動する生徒、心豊かな生徒、心身のたくましい生徒」の

ねらいを達成し、これからの激動する社会の中でたくまし

く生きていける人間の育成を願い、人生の一つの節目とし

て毎年行われています。今年立志を迎えたのは2年生72

名で、式では校長先生や来賓の方々からお祝いのことばを

受けたあと、田原徳之君と今田和義君が代表して立志の証

を発表しました。

曳！

平郎笹立志式刺陣戦

競

・■1■II■・呵。伽・．閃oo，・1隅騨嚇脚。，鴫，川，・．1開1●。・闘開，・鴫1闘，・．1Ilo，・珊m・．開，髄叫H■ll・鵬1帥・ll川1・．開11，・1闘朋川，，随■・1闘電膨1・．1．脚，・鴨騰帥・・鱒睡■・．1開帥・ll鵬MI開1馳・o鱒m嶋蔭1■1・．．ll■・・IIIII回川■1・．，1闘・●開腸■・IM，o・oooo髄・1開。馳・ll噛oo．・II811，・09．．．，・■■■■．・・■．m・．昌随帥・III■1…IIII，・．IIII9・189開・・輯1腸回0010，’■闘闘川闘闘●’・．．■．・’・随6髄’・Ill19’II■m’．OIIP’1■■1圏1’180岡幽’川圏回川■1’

L

竃’

　　国土保全を考える地域の集い

　幽宮崎県等が主催する「国土保全を考える地域の集い」か本町

の総合文化センターで開催されました。「森は海の恋人　みんな

で守ろう森とむら」をテーマに行われたこの集いでは、山縣睦

子氏を講師に招き「森林に係わる女性たち」と題した基調講演

がなされ、そのあとパネルディスカッションが行われました。

山村地域を代表して木村映一町長がパネラーとして参加したパ

ネルディスカッションでは、森林・農地のもつ公益的機能につ

いて山村と都市が相互の役割を認識することを主題に、今後の

山村地域の振興について熱心な議論がなされていました。　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　二｛
　　　　　　　　　　　　　　　　．＝、ぐ｝二・・

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉



　　　　　じ蠣》弓こ“り⑧

●

滋

θ趣シ
☆★☆山陰保育園☆★☆

　　小野田　住宅の
　　黒木沙耶さん（5歳）

　　父：黒木義久さん

　　　　きな　べ　は　ですかア　　ヨ

理　にんじん　　　i
ギ　穿きな遊びは何ですか？1

　　。ζ翻。、何。庶i

　　いですか．　　　　i

　　忍者　　　　i

▲題「豆まき」

　福瀬　上村二の

長渡崇史くん（6歳）

父：長渡耕二さん

母：　　文子さん

○好きな食べ物は何ですか？

　カレーライス

O好きな遊びは何ですか？

　ミニ四白

O大きくなったら何になり

　たいですか。

　野球の選手

、
．
轡
／

　
　
　
　
／

紗

　バ・

ll把

働の

ゐ
」

▲題「ピンク鬼」

、
中
．
、
辛
．
中
，
、
卓
．
、
ゆ
．
・
衡
．
、
藁
．
、
幸
．
、
幸
、
、
曹
、
曹
．
曹
、
乎
．
、
曹
幸
．
曹
．
曹
、
曹
壱
幸
曇
曇
壱
壱
条
条
尋
尋
壱
管
尋
尋
寺
寺
鼻
塞
尋
壱
壱
曇
轟
轟
壱
条
曇
壱
壱
壱
母
尋

新主任児童委員に

　井上幸夫さん

平成9年1月に、主任児童

委員の甲斐敏治さんの退任に

伴い、その後任として坪谷の

井上幸夫さん（47）が厚生大

臣から委嘱を受けました。

担当地区　町内全域

TEL69－7255

．
？

ち
3
、
』
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⑤
囮
圃
圃
国
回

1
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が

　
火
事
の
も
と

　
昨
年
は
、
東
郷
町
で
7
件
の
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
火
災
も
、
ち
ょ
っ
と
注
意

を
す
れ
ば
防
げ
た
の
で
す
。

　
こ
の
季
節
は
、
一
年
間
で
最
も
原

野
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
原
野
火
災
現
場
で
は
”
少
し
枯
れ

草
を
焼
こ
う
と
思
っ
た
ら
風
が
出
て

ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
”

と
当
事
者
は
反
省
し
て
い
ま
す
。
何

時
で
も
火
を
点
け
る
と
風
が
起
き
る

こ
と
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

　
野
火
は

　
☆
一
人
で
し
な
い
。

　
☆
必
ず
、
消
火
水
・
消
火
砂
等
を

　
　
十
分
現
場
に
準
備
す
る
。

　
☆
付
近
に
人
家
や
危
険
物
の
在
る

　
　
所
で
は
し
な
い
。

　
ま
た
、
人
家
火
災
の
原
因
に
テ
ン

プ
ラ
鍋
の
掛
け
忘
れ
等
が
あ
り
ま
す

が
、
台
所
・
コ
タ
ツ
等
火
を
使
う
場

所
は
、
確
実
に
消
火
を
点
検
し
て
か

ら
外
出
し
ま
し
ょ
う
。

2
自
動
車
の
運
転
免
許
証

　
は
必
ず
携
帯
し
ま
し
ょ
う

　
最
近
は
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
2

～
3
台
の
自
家
用
車
が
有
る
為
、
自

動
車
の
運
転
免
許
証
の
提
示
を
求
め

る
と
”
別
の
車
の
中
に
あ
る
”
等
と
言

う
不
携
帯
の
人
を
見
か
け
ま
す
。

　
道
路
交
通
法
第
9
5
条
は

　
1
　
免
許
を
受
け
た
者
は
、
自
動

車
等
を
運
転
す
る
と
き
は
、
当
該
自

動
車
等
に
係
る
免
許
証
を
携
帯
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
2
　
免
許
を
受
け
た
者
は
、
自
動

車
等
を
運
転
し
て
い
る
場
合
に
お
い

て
、
警
察
官
か
ら
免
許
証
の
提
示
を

求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
規
定
し
て
い
ま
す
。

3
東
郷
町
内
で
交
通
死
亡

　
事
故
発
生

　
2
月
8
日
の
早
朝
、
福
二
地
区
で

交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
日
向
警
察
署
管
内
は
、
東
郷
町
の

1
件
（
2
月
1
4
日
現
在
）
の
み
で
す
。

車
を
運
転
す
る
時
は
速
度
を
控
え
め

に
思
い
や
り
を
持
っ
て
運
転
マ
ナ
ー

を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
・
さ
せ
な

い
。

h
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l
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l
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－
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a
月
二
＋
六
日
　

…
優
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本
米
型
初
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r
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　　　　　　　　⑨鞭どうこ”り

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
相
変
わ
ら

ず
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
お
風

邪
な
ど
は
召
し
て
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
ま
ず
病
院
の
医
師
の
紹
介

か
ら
。
東
郷
病
院
の
医
師
は
現
在
外

科
二
名
（
谷
川
、
児
玉
）
内
科
一
名

（
日
高
）
の
三
名
で
す
。
院
長
は
四
十

五
歳
白
髪
ま
じ
り
の
谷
川
医
師
で
、

外
科
、
消
化
器
外
科
、
消
化
器
内
視
鏡

学
会
等
の
医
師
を
指
導
す
る
資
格
を

持
っ
て
い
ま
す
。
東
郷
病
院
に
現
在

か
か
ら
れ
て
い
な
い
方
も
、
先
月
お

話
し
た
健
康
保
険
福
祉
総
合
施
設
が

四
月
に
は
完
成
し
、
院
長
は
そ
の
施

設
長
も
兼
ね
ま
す
の
で
何
か
と
今
後

お
世
話
に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
相
談
に
も
よ
く
乗
っ
て

下
さ
い
ま
す
の
で
何
か
困
っ
た
と
き

は
気
軽
に
相
談
を
。
も
う
一
人
の
外

科
医
師
は
児
玉
医
師
で
す
。
か
っ
ぷ

く
良
く
、
冗
談
も
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

何
か
と
健
康
管
理
に
厳
し
い
の
で
口

や
か
ま
し
く
患
者
さ
ん
に
言
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
罪
を
憎

ん
で
人
を
憎
ま
ず
、
で
は
な
い
で
す

が
患
者
さ
ん
の
た
め
を
思
っ
て
言
わ

れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
応

援
を
呼
ん
で
手
術
も
行
っ
て
い
ま

す
。
私
、
日
高
の
専
門
は
消
化
器
内
科

で
、
特
に
胃
、
大
腸
内
視
鏡
を
は
じ
め

肝
炎
等
の
診
断
治
療
で
す
。
医
師
資

格
と
は
別
に
一
般
内
科
医
と
し
て
の

資
格
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
い
つ
も
少
し
し
か
お
話
し

で
き
ま
せ
ん
が
、
今
月
は
運
動
不
足

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
体
を
動

か
さ
な
い
と
動
脈
硬
化
（
血
管
が
硬

く
な
り
、
つ
ま
り
や
す
く
な
る
。
脳
梗

塞
、
心
筋
梗
塞
の
原
因
）
が
進
展
し
ま

す
。
逆
に
体
を
よ
く
動
か
す
人
は
心

肺
の
機
能
が
鍛
錬
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
動
脈
硬
化
を
治
す
と
い
わ
れ
る

善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
え
一
石

二
鳥
で
す
。

　
日
本
で
は
亭
主
関
白
が
男
の
鏡
と

い
う
風
潮
が
あ
り
ま
す
が
、
家
庭
で

い
ば
っ
て
ば
か
り
で
動
か
ず
に
じ
っ

と
し
て
い
る
ほ
ど
寿
命
が
短
く
な
る

危
険
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
過
度

な
運
動
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
心

臓
、
肺
等
か
な
り
悪
く
な
け
れ
ば
適

度
な
運
動
（
一
日
に
四
十
分
位
の
早

歩
き
を
週
に
四
日
位
）
を
ス
ト
レ
ス

解
消
も
兼
ね
て
楽
し
み
な
が
ら
す
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
今
月
も
も
う
終
わ
り
と
な
り
ま
し

た
。
来
月
ま
た
お
会
い
し
ま
し
よ
う
。

イ
ギ
リ
ス
発
見
の
旅

　
　
　
　
　
東
郷
中
那
須
俊
之

　
七
月
二
十
七
日
の
朝
、
僕
た
ち
は

初
め
て
の
外
国
旅
行
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
一
番
目
の
国
イ
ギ
リ
ス
で
心
に
一

番
残
っ
た
の
は
、
大
英
博
物
館
で
す
。

大
英
博
物
館
で
は
、
ロ
ゼ
ッ
タ
ス

ト
ー
ン
や
ミ
イ
ラ
を
見
ま
し
た
。
ロ

ゼ
ッ
タ
ス
ト
ー
ン
は
、
三
種
類
の
文

字
で
同
じ
こ
と
を
三
回
く
り
返
し
て

書
い
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
人
が
た

く
さ
ん
い
た
の
で
す
が
、
こ
っ
そ
り

割
り
込
ん
で
見
ま
し
た
。
何
を
書
い

て
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
け

ど
、
三
回
も
く
り
返
し
て
書
く
の
だ

か
ら
大
切
な
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
の
も
う
一
つ
の
思
い

出
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。
は
じ
め

は
英
語
が
通
じ
る
か
な
あ
と
思
っ
て

い
た
け
ど
、
あ
ん
ま
り
通
じ
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
単
語
だ
け
で
何
と
か

通
じ
ま
し
た
。
そ
れ
に
僕
た
ち
に
わ

か
る
よ
う
に
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
か
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
次
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
ロ
ッ

グ
レ
ア
町
の
人
と
交
流
を
し
ま
し

た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
な
所
で
踊

り
や
歌
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
と
て
も
楽
し
い
夜
で
し
た
。

　
最
後
の
国
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ル
ー

ブ
ル
美
術
館
な
ど
に
行
き
ま
し
た
。

「
モ
ナ
リ
ザ
」
を
見
た
け
ど
こ
う
い

う
有
名
な
絵
は
人
が
た
く
さ
ん
集

ま
っ
て
い
て
や
っ
と
見
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
美
術
の
教
科
書
に
の
っ
て
い

る
絵
と
か
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
に
有
名
な
絵
を
た
く
さ

ん
集
め
て
こ
の
美
術
館
を
建
て
た
人

は
す
ご
い
人
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
次
の
日
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に

行
き
ま
し
た
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿

の
、
「
鏡
の
回
廊
」
や
、
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
に
あ
っ
た
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
た

い
冠
式
」
と
い
う
絵
が
あ
り
ま
し
た
。

後
で
ガ
イ
ド
さ
ん
に
聞
い
た
ら
ル
ー

ブ
ル
美
術
館
に
あ
っ
た
絵
が
本
物
で

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
あ
っ
た
の
は

本
物
を
ま
ね
し
て
書
い
た
も
の
だ
そ

う
で
す
。
　
最
後
の
二
日
は
飛
行
機

の
中
で
し
た
。
あ
っ
と
い
う
問
の
十

日
間
で
し
た
が
、
と
て
も
充
実
し
た

十
日
間
だ
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
発
見
の
旅
の
こ

と
を
一
生
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
、
何
処
の
庭
や
野
山
に
も
美
し
い

梅
の
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

こ
で
今
月
号
で
は
牧
水
の
歌
か
ら
「
梅

の
花
」
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。
「
梅
の
花

枝
に
し
ら
じ
ら
咲
き
そ
む
る
つ
め
た

き
春
と
な
り
に
け
る
か
な
」
こ
の
歌
は

大
正
六
年
（
一
九
一
七
・
三
十
二
歳
）

の
早
春
の
作
で
第
十
歌
集
「
白
梅
集
」

に
収
め
て
あ
り
「
梅
」
と
題
し
て
二
首

詠
ん
で
い
る
中
の
一
首
で
す
。
こ
の

頃
、
牧
水
は
東
京
小
石
川
区
の
金
富
町

に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
そ
の
家
の
庭

の
隅
に
植
え
て
あ
る
梅
の
木
の
花
を

詠
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
咲
き
そ
む
る
」
は
「
咲
き
始
め
る
」

の
意
で
す
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
蕾
が
開
き
は

じ
め
た
そ
の
情
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
歌
と
並
ん
で
も
う
一
首
は

「
梅
の
木
の
蕾
そ
め
た
る
庭
の
粂
三

で
て
立
て
れ
ば
さ
び
し
さ
お
ぽ
ゆ
」

と
詠
ん
で
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
平
明

な
歌
で
特
に
解
釈
は
不
要
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
二
首
を
併
せ
読
む
と
こ

の
頃
の
牧
水
の
心
情
が
う
か
が
え
、

春
を
待
ち
望
ん
で
い
る
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
白
梅
集
」
は
喜
志
子

夫
人
と
の
合
著
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
牧
水
の
歌
は
大
正
五
年
夏
か
ら

大
正
六
年
春
ま
で
の
約
一
年
間
の
作

品
二
二
二
首
が
収
め
て
あ
り
ま
す
。

　
前
半
の
歌
は
な
ん
と
な
く
苦
渋
に

わ
た
な
べ
く
に
ひ
ご

満
ち
た
歌
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、

こ
の
「
梅
」
の
詠
み
草
あ
た
り
か
ら
牧

水
本
来
の
清
新
な
き
ざ
し
が
見
え
ま

す
。
こ
ご
で
喜
志
子
夫
人
の
作
品
を

一
首
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
「
酔

へ
ば
と
て
、
酔
ふ
ほ
ど
君
の
さ
び
し

き
に
底
ひ
も
し
ら
ず
わ
が
ま
ど
ふ
か

な
」
苦
悩
す
る
牧
水
を
支
え
る
夫
人

の
思
い
が
う
か
が
え
ま
す
。
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奨
学
生
募
集

　　　　　　お知らせ
く《インフォメーション》》

　
平
成
9
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

▽
申
込
資
格

　
町
内
に
本
籍
を
有
す
る
者
、
ま
た

は
、
町
内
に
引
き
続
き
5
年
以
上
在

住
し
、
現
に
居
住
す
る
者
で
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
及
び
大
学
に
在

学
し
て
い
る
者
。
ま
た
こ
れ
か
ら
学

校
に
進
学
す
る
者
。

▽
貸
与
申
込

　
申
込
用
紙
が
、
教
育
委
員
会
事
務

局
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
新

し
く
申
し
込
む
方
も
、
継
続
し
て
利

用
さ
れ
る
方
も
在
学
証
明
書
を
必
ず

添
え
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

▽
貸
与
額
（
予
定
）

　
高
校
生
　
月
額
　
　
一
万
円

　
大
学
生
　
月
額
　
二
万
円

▽
申
込
締
切
日

　
平
成
9
年
4
月
1
8
日
（
金
）

▽
貸
与
決
定

　
5
月
中
旬
ま
で
に
各
保
護
者
宛
に

通
知
し
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
総
務

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

県
森
連
加
工
セ
ン
タ
ー

　
　
従
業
員
募
集

　
県
森
連
で
は
、
加
工
セ
ン
タ
ー
の

新
設
に
伴
い
次
の
と
お
り
作
業
員
を

募
集
し
ま
す
。

▽
勤
務
地
　
東
郷
町
山
陰

　
　
　
県
森
連
日
向
加
工
セ
ン
タ
ー

▽
職
　
　
種
　
製
材
加
工
場
作
業
員

▽
募
集
人
員
　
男
・
女
（
若
干
名
）

▽
年
　
　
齢
　
三
十
五
才
ま
で

▽
申
込
方
法
　
県
森
連
東
郷
林
産
物

流
セ
ン
タ
ー
ま
で
履
歴
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間
　
3
月
1
0
日
ま
で

※
詳
し
く
は
、
県
森
連
東
郷
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

囲
（
6
9
）
3
3
1
7

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
つ
い
て

　
平
成
9
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
の
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
子

供
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
、
文
化
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
5
人
以
上
の
団

体
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。
加
入

し
て
万
一
の
け
が
や
賠
償
責
任
、
突
然

死
な
ど
の
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
（
財
）
　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
ム
エ
｛
呂
崎

県
支
部

　
園
0
9
8
5
（
5
8
）
5
6
3
3

　
※
申
込
用
紙
は
、
教
育
委
員
会
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

宮崎県最低賃金のお知らせ
最低賃金（円〉

宮崎県最低賃金 日　　額 時間額

効　力
ｭ生日

4，521 566 8窪0．1

肉　製　　品

禔@製　品
ｻ　造　業

4，750 594 8．12．15

製　糸　業
a　績　業

4，690 587 7，12．22産
業
別
最
低
賃
金

電気機械
寀�ｻ造業
i医療用計測器製

�樺ｳ壽製三業は倉む》

4，903 613 8．12．25

各種商品
ｬ　売　　業

4，795 600 8．12．29

自動車（新車）

ｬ　売　業
5，022 628 8．12．13

1　最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどを含めた
Sての労働者に適用されます。

Q　最低賃金の対象となる賃金には、①賞与などの臨時の賃金②時悶外労働などの割増賃金③精皆勤手当、通

ﾎ手当及び家族手当は含まれません。

詳しいお問い合わせ　宮崎労働基準局賃金課0985（24）2205

@　　　　　　　延　岡　監　督　署0982（34）3331

最低賃金テレホンサービス0985（23）4811

4月1日から、週40時間労働制か

スターとします。

　平成9年4月1日から、現在一週間の法
定労働時間が週44時間とされている猶予
措置対象事業場についても週40時間制が
全面的に適用されます。

み
や
ぎ
き
フ
ラ
ワ
ー

　
　
　
　
プ
エ
ス
タ
9
7

　
宮
崎
に
春
を
呼
ぶ
イ
ベ
ン
ト
「
み

や
ざ
き
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
が
今

年
も
宮
崎
市
青
島
の
「
こ
ど
も
の
く

に
」
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
ま
た
今
年
は
本
町
の
牧
水

公
園
が
共
催
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
た
く
さ
ん
の
花
に
囲
ま
れ
た
牧
水

公
園
に
も
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
　
平
成
9
年
3
月
1
5
日

（
土
）
～
4
月
6
日
中
日
）

「岩

q
聡
」
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▽
日
時
　
平
成
9
年
3
月
1
6
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
8
時
半
集
合

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

▽
主
催
　
東
郷
町
体
育
協
会

▽
主
管
　
東
郷
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

▽
参
加
資
格
　
東
郷
町
内
に
在
住
、

又
は
勤
務
す
る
も
の
で
構
成
す
る

チ
ー
ム

▽
申
込
期
限
　
平
成
9
年
3
月
1
0
日

（
厳
守
）
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
東

郷
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
窓
口
黒
木

ま
で
（
役
場
農
政
課
）

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
3
月
1
8
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

㊥
民
子
牛
上

善
落

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
2
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
福
島
の
谷
口
富
子
さ
ん
か
ら

（
忠
義
さ
ん
・
8
2
歳
逝
去
）

◎
仲
深
の
中
野
ヨ
シ
さ
ん
か
ら

（
辰
巳
さ
ん
・
7
9
歳
逝
去
）

般
寄
付

　
福
瀬
の
直
野
ケ
サ
ノ
さ
ん
か
ら
快

気
祝
い
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
（
一
月
届
出
分
）

出
生
　
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
保
護
者
名
住
所

　
高
天
童
孝
　
小
野
田

糸
　
平
　
諒
　
英
日
出
美
小
野
田

結
婚
　
お
幸
せ
に

　
　
氏
　
　
　
名
　
　
　
住
所

　
　
黒
木
法
安
　
都
農
町

　
　
黒
木
重
理
香
　
寺
迫

死
亡
　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

寺 谷 矢 中

原 口 野 野
氏

ふ 忠 千 辰
名

み 義 歳 巳

83 82 68 79 年

歳 歳 歳 歳 齢

小
野

福 坪 仲 住

田 瀬 谷 深 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14｝まで〉
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